
 

    
 
 

                                                   

校長  英  利 恵  

  保護者アンケートへのご協力ありがとうございました  R５.７月回収 

７月の前期保護者アンケートへのご協力、ありがとうございました。学校では、提出いただ

いたアンケートと同じ時期にとった「児童アンケート」「教職員アンケート」を分析し、２学

期以降の教育活動に役立てようと考えています。保護者・児童アンケートの結果を臨時号でお

知らせいたします。 

 

 

保護者アンケートの１５項目中１０項目 1･4･5･10･13･14･15において、肯定

的な評価（A＋B＞９０％）をいただいており、特に 14･15 については A＋B が

９５％を超えています。 

A＋Bが８０％以下は３項目 2・3・6・8でした。 

  「2.子供は、家庭でも読書をしている。」は、昨年度より少し上がってはい

ますがまだ低いのが現状です。読書に興味がもてる児童が増える取組を図書委

員会で企画していきます。ご家庭の方でも家庭読書の習慣がつくようにご協力をお願いしま

す。「3.子供は、家庭学習を毎日している。（10 分×学年）」は、自学ノートの交流をする

ことで自学の幅や質を高めていきたいと考えています。お忙しいとも思いますが、お子さんの

家庭学習の頑張りを認め、励ましていただけるようお願いします。「6.子供は、はきものをき

れいにそろえている。」については、６月の生活目標「身の回りの整頓をしよう」の取組で下

足箱のズックのかかとをそろえる指導をしました。今後も定期的に呼びかけをし、意識を高め

ていきます。はきものをそろえることについては、ご家庭でもお声掛けをお願いします。「8.

子供は、将来の夢や目標をもっている。」については、将来に向けて自信がもてるように、係

や委員会、運動会等の行事でも自らの役割を果たさせ、自分の価値や得意なことに気づかせて

いきたいと考えています。 

 

 

 

  自由記述による、学校や教師に対しての温かい励ましやご意見をいただき、ありがとうご

ざいました。下記に一部紹介させていただきます。なお、個別のものにつきましては、各担任か

らご連絡させていただきました。今後もご不明の点があれば、随時、お問い合わせください。 

 

〇 宿題をさせることや早寝早起き等の定着が難しいです。 
 

 

 

 

 

おおねぶ   令和５年９月 22 日（金）  

           校  訓   心美しく たくましく            

           教育目標   学びへの意欲をもち、やさしさとたくましさをあわせもったねぶっ子の育成 
めざす児童像 かしこい子（知）  なかよくする子（徳）  たくましい子（体）  

 

  

保護者の方のご意見 

 

保護者アンケートより 

 

Ａ： ２学期からのねぶっこタイムでは、担任以外の先生も入り、補充学習をより充実させていき

ます。学校でも適宜指導していますが、ご家庭においても、①早寝・早起き・朝ごはん等、よ

りよい生活習慣の定着②テレビの視聴時間、ゲームの時間等のきまり③家庭学習への声かけ

等、ご協力をいただくことで、大きな成果につながります。ご協力をお願いいたします。 

長子配布 

 



〇 不登校・いじめのない学校づくりの具体的な内容が知りたいです。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
〇 下校後の子供たちの様子（自転車の乗り方）が心配です。 
 
 

 
 
 
９/７に第１回学校評議員会を行い、学校経営についての御助言をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・ 座席の配置の工夫があり、話し合いがとてもいい雰囲気で行われていた。 

・ 英語の授業が教師２人体制で行われていてよかった。これからもうまく役割を分担して効果
を上げてほしい。 

・ キャリアパスポートの取組は、毎年、年度末に１年間の思い出とともに子供の成長を感じら
れてとてもよい。 

・ 保護者が認識している以上に児童たちはしっかりと将来の夢や目標をもっている。 

・ 登校中の子どもにあいさつの声をかけても、元気にあいさつする子となかなか声が返ってこ
ない子がいます。あいさつについての指導を充実させていってほしい。 

・ 朝の登校時刻が少し遅い児童が数名いる。声掛け等注意して見てあげてほしい。 

・ 地震、水害等の災害の種類や地域の特性によって子供たちの避難の仕方も変わってくると思
う。有事の際は状況に応じた的確な判断をお願いします。 

・ 「tetoru」でおたより等が配信されるようになりとても便利になった。とくに下校時刻はい
つでも見返すことができるので保護者はとても助かっている。 

・ 学校教育システムの ICT化が進んでいくと大変だと思うが、デジタル化、効率化を進めて先
生方には無理のない範囲で働き方改革を進めてほしい。 

※裏面に７月に実施した「保護者アンケート」「児童アンケート」の集計結果を載せてあり
ますので、ご覧ください。 

貴重なご意見本当にありがとうございました。今後の教育活動にきちんと反映させていきます。 

Ａ：① 学期始めの生活目標をあいさつにし、スムーズに学校生活に慣れる取組を行っています。 

② コミュニケーションタイムを学期始めに行うことで、児童の居場所づくりや児童同士のつ

ながりを育んでいます。 

  ③ 授業の中で「話す・聞く力」をつけていく中で、友達の考えや気持ちを大切にできる児童

を育てています。 

  ④ 毎月、「友だちアンケート」を行い、いじめの早期発見に努めています。 

  ⑤ いじめ対応研修を年２回行い、アドバイザーから意見をいただいたり、本校のいじめ防止

基本方針を確認したりしています。 

  ⑥ スクールカウンセラーとの連携体制が整っており、保護者、子どもの困り感に寄り添いな

がらよい関係ができています。 

       

学校評議員からのご意見 

 

Ａ： ４年生までは、子供だけで自転車に乗らない。４年生以上はヘルメットを着用し、自転車に

乗ること等、交通事故にあわないような行動をとるよう、今後も継続して、指導していきます。 

ご家庭、地域のみなさまの声掛けをお願いします。 

◆今年度の学校評議員は以下の皆様です。よろしくお願いいたします。 

会長 行野 修一 様（元大学公民館長） 

委員 小林 由利子 様（主任児童委員）新谷 外代治 様（安全ボランティア代表） 

多勢 惠美子 様（ＰＴＡ代表）松川 仁美 様（ハマナス公民館長） 

 


